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本
書
は
、
中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
焦
点
を
当
て
、「
老
壮
青
」
世
代
の
総
勢

二
六
名
が
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
な
が
ら
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
何
か
、
中
国
と
い
う

隣
人
か
つ
大
国
を
人
類
学
的
に
理
解
す
る
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
と
い
う
問
い
に
取

り
組
ん
だ
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。

　

こ
の
本
が
編
ま
れ
た
背
景
に
は
、
中
国
が
外

国
人
研
究
者
に
門
戸
を
開
き
は
じ
め
た
一
九
八

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
余
り
が
経
ち
、
個
々
人
の

経
験
を
持
ち
寄
っ
て
議
論
を
交
わ
す
土
壌
が
円

熟
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
編
者
で
あ
る

西
澤
と
河
合
は
「
あ
と
が
き
」
で
、
中
国
研
究

者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
仙
人
の
会
」
が
二
〇
一

一
年
に
三
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、
東
ア
ジ
ア

人
類
学
研
究
会
で
、
中
国
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
巡
る
座
談
会
を
二
〇
一
四
年
に
二
度
開
催

し
た
こ
と
が
、
本
書
の
契
機
と
な
っ
た
と
述
べ

て
い
る
（
五
二
七

－

五
二
八
頁
）。

　

本
書
の
問
題
意
識
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、「
中
国
で
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
展

開
す
る
か
」
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技

術
的
、
実
践
的
な
側
面
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
ど
の
よ

西澤治彦・河合洋尚編

フィールドワーク
──中国という現場、人類学という実践

風響社／2017 年 6 月／552 頁／3600 円＋税

宮脇千絵



212

う
に
中
国
社
会
を
解
読
す
る
か
」
と
い
う
理
論

的
な
側
面
で
あ
る
（
二

－

三
頁
）。
こ
れ
に
基

づ
き
、
本
書
は
以
下
の
よ
う
な
二
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　

冒
頭
に
、「
は
じ
め
に
」（
西
澤
治
彦
・
河
合

洋
尚
）
と
「
問
題
提
起 
中
国
人
類
学
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
巡
る
諸
問
題
」（
西
澤
治
彦
）

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
部
「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
場
か
ら
」
は
、

「
巻
頭
エ
ッ
セ
ー 

私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

振
り
返
っ
て
」（
末
成
道
男
）
と
、「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー 

末
成
先
生
を
囲
ん
で
」（
末
成
道
男
／

瀬
川
昌
久
・
桐
本
東
太
・
西
澤
治
彦
）
の
書
き

起
こ
し
記
事
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
中
国
各

地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
若
手

人
類
学
者
七
名
に
よ
る
論
考
（
長
沼
さ
や
か
、

阿
部
朋
恒
、
奈
良
雅
史
、
小
西
賢
吾
、
田
中
孝

枝
、
丹
羽
朋
子
、
梶
丸
岳
）
と
、
同
じ
く
二
〇

〇
〇
年
代
以
降
に
主
に
中
国
沿
海
部
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
験
し
た
七
名
に
よ
る
「
座
談

会 

現
代
中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
実
践
」（
稲
澤
努
、
藤
野
陽
平
、
横
田
浩
一
、

小
林
宏
至
、
兼
城
糸
絵
、
川
瀬
由
高
、
河
合
洋

尚
）
の
書
き
起
こ
し
記
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

第
二
部
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
民
族
誌
」

は
、「
巻
頭
エ
ッ
セ
ー 

現
地
調
査
で
学
ん
だ
こ

と
│
│
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
視

点
」（
田
仲
一
成
）
と
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

田
仲

先
生
を
囲
ん
で
」（
田
仲
一
成
／
瀬
川
昌
久
・

西
澤
治
彦
）
の
書
き
起
こ
し
記
事
、
そ
し
て
年

代
や
方
法
論
、
手
法
が
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
カ
ー
七
名
に
よ
る
論
考
（
佐
々
木
衛
、

田
村
和
彦
、
川
口
幸
大
、
河
合
洋
尚
、
劉
正

愛
、
佐
藤
仁
史
、
西
澤
治
彦
）
と
、「
総
合
討

論
会 

中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

人
類
学
の
可
能
性
」（
瀬
川
昌
久
・
聶
莉
莉
・

菊
池
秀
明
・
河
合
洋
尚
・
西
澤
治
彦
）
の
書
き

起
こ
し
記
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

最
後
に
「
あ
と
が
き
」（
西
澤
治
彦
・
河
合

洋
尚
）
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

五
〇
〇
頁
を
ゆ
う
に
超
す
本
書
を
通
読
し
て

の
率
直
な
感
想
は
、「
盛
り
だ
く
さ
ん
」
な
本

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
本
書
の
多
角
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
は
、
論
集
が
も
と
も
と
有
す
る
「
ど
こ
か

ら
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
性
格
を

差
し
引
い
て
も
、
読
み
手
の
目
的
や
関
心
に

沿
っ
て
い
か
よ
う
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
、
四
つ
の
視
点
か
ら
本
書
を
読
ん
で

み
た
い
。

中
国
は
特
殊
な
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
か

　

ま
ず
は
本
書
の
問
題
意
識
の
一
点
目
に
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
「
中
国
で
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
か
」
と
い
う
技
術

的
、
実
践
的
な
参
考
書
と
し
て
の
活
用
で
あ

る
。
告
白
す
る
と
、
本
書
を
初
め
て
手
に
取
っ

た
と
き
、
評
者
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
前
に

読
み
た
か
っ
た
」
と
思
っ
た
。
本
書
で
も
繰
り

返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
で
外
国

人
が
研
究
活
動
を
お
こ
な
う
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
つ
き
ま
と
う
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、

二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇
九
年
に
雲
南
省
で
お
こ

な
っ
た
評
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
決
し
て

順
風
満
帆
と
は
い
え
ず
、
一
向
に
取
得
の
見
込

み
が
な
い
調
査
許
可
証
と
ビ
ザ
延
長
の
問
題
、

先
達
か
ら
伝
え
聞
く
調
査
に
ま
つ
わ
る
数
々

の
「
事
件
簿
」
に
対
す
る
恐
怖
心
、
四
川
大
地

震
や
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
と
も
に
二
〇
〇
八

年
）
の
間
接
的
な
影
響
な
ど
、
自
身
の
能
力
の

問
題
以
前
に
、
そ
も
そ
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
、
継
続
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
不
安

に
思
う
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
と
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き
に
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
経
験
談
の

数
々
を
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
選
択
肢
を
吟

味
し
、
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
の
心
強
い
指
針

と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
書
は
「
調

査
許
可
証
の
取
り
方
」
や
「
リ
ス
ク
管
理
の
極

意
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
南
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
個
人
の
経
験
は
あ
く
ま
で
一
事
例

で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

完
全
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、
中
国
に
絞
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手
法
と
は
何
を
指
す
の

だ
ろ
う
か
。

　

本
書
に
は
、
中
国
で
は
理
想
的
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
叶
わ
ず
、
そ
の
た
め
そ
の
や
り
方

を
模
索
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
特
に
第

一
部
の
各
論
考
に
多
少
な
り
と
も
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
理
想
と
は
、
マ

リ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
ト
ロ
ブ

リ
ア
ン
ド
諸
島
で
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
あ
る
﹇
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー1967

﹈。
こ
れ

と
比
較
す
れ
ば
、
中
国
で
は
主
に
「
非
都
市
部

で
の
長
期
滞
在
」
の
困
難
さ
が
際
立
つ
。
調
査

許
可
証
の
取
得
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
情
や
当

地
の
受
け
入
れ
機
関
や
研
究
者
の
立
場
、
彼
ら

と
の
「
関グ
ア
ン
シ
ー係

」（
＝
コ
ネ
）
が
大
き
く
影
響
す

る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
個
人
の

資
質
や
努
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
領
域
が

多
分
に
存
在
す
る
の
だ
。
こ
れ
が
、
中
国
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
う
者
に
と
っ
て

何
ら
か
の
「
枷
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
る
し
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
試
行
錯
誤

の
多
く
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。

　

一
方
で
、
人
間
関
係
の
構
築
の
仕
方
（
長

沼
、
阿
部
、
丹
羽
）、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
宗
教

に
関
す
る
調
査
方
法
の
組
み
立
て
方
（
奈
良
、

小
西
）、
都
市
部
で
の
調
査
の
手
法
（
梶
丸
、

田
中
、
河
合
）、
共
同
調
査
の
可
能
性
（
佐
々

木
）
な
ど
は
、
中
国
特
有
の
問
題
だ
と
も
言
い

切
れ
な
い
。
本
書
で
も
川
口
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
の
中
国
の
特
殊
性
と
い
っ
た
も
の
を

は
っ
き
り
と
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

（
三
六
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

中
国
に
存
在
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
の
「
枷
」
を
大
と
み
る
か
小
と
み
る
か
。

本
書
に
は
中
国
特
有
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
論

を
構
築
す
る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
評
者
が
得

た
こ
と
は
、「
枷
」
を
些
細
で
普
遍
的
な
も
の
と

し
て
捉
え
、
中
国
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
特
殊

化
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
工
夫
次
第

で
豊
か
な
民
族
誌
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
い
う
数
々
の
証
明
で
あ
る
。

中
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を 

す
る
の
は
誰
か

　

二
点
目
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
本
と
し
て

の
意
義
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
人

類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
関
す
る
書
籍
が

数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
﹇
京
都
大
学
大
学
院

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
京
都
大

学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
編2006 : 4

］、
本
書
も

そ
の
関
連
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
、
こ
れ
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
お
こ
な
う
者
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
的

な
技
術
を
伝
え
る
ハ
ウ
ツ
ー
本
と
い
う
よ
り

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
入
る
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
過
ご
し
方
、
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
帰
っ
て
き

て
民
族
誌
を
書
く
ま
で
、
と
い
っ
た
経
験
を
伝

え
、
共
有
す
る
目
的
の
も
の
が
多
い
。

　

翻
っ
て
本
書
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
備
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え
つ
つ
も
、
想
定
す
る
読
者
に
関
し
て
は
あ
ま

り
積
極
的
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
実
は
こ
れ

が
、
本
書
を
通
読
す
る
過
程
で
最
も
引
っ
か

か
っ
た
点
で
あ
る
。
本
書
は
誰
に
向
け
た
も
の

で
、本
書
を
手
に
取
る
の
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

読
者
に
関
し
て
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
二
カ

所
あ
る
。
第
一
部
の
「
座
談
会 

現
代
中
国
に

お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
」
の
冒
頭

で
、
編
者
か
つ
司
会
の
河
合
が
、「
こ
の
座
談

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
中
国
で
長
期
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
す
る
方
々
を
想
定
し
、
調
査
や
現

場
に
お
け
る
困
難
や
技
法
に
つ
い
て
各
自
の

体
験
か
ら
語
り
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
」（
二
〇
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

「
あ
と
が
き
」
の
最
後
に
、「
本
書
が
、
こ
れ
か

ら
中
国
を
人
類
学
的
に
研
究
し
よ
う
と
し
て
い

る
若
い
人
に
、
あ
る
い
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
超

え
て
中
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
に
、
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
」（
五
三
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
本
書
が
「
こ
れ
か
ら
中
国
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
人
」
を
読
者
と
し

て
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か

し
現
実
に
は
、
中
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

実
施
す
る
日
本
人
研
究
者
（
大
学
院
生
）
は
二

〇
一
〇
年
代
以
降
、
減
少
の
途
を
辿
っ
て
い
る

﹇K
awaguchi 2017 : 187 ‒189

﹈。
こ
の
食
い
違

い
が
本
書
の
対
象
者
を
分
か
り
に
く
く
さ
せ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
可
能
性
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
の
が
、
日
本
で
学
ぶ
中
国
人
留
学
生
で
あ

る
。
本
書
で
は
、
全
体
を
通
し
て
、
日
本
人
と

し
て
中
国
を
調
査
す
る
意
義
（
二
八
頁
）
に
こ

だ
わ
っ
て
お
り
、
執
筆
者
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本

人
で
あ
る
。
同
時
に
、
中
国
研
究
者
が
中
国
を

研
究
す
る
意
義
（
二
九
頁
）
に
も
目
配
り
し
、

二
名
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ス
ト

が
加
わ
っ
て
い
る
。
本
書
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
本
と
し
て
位
置
づ
け
る
場
合
、
今
後
は
ま
す

ま
す
増
え
る
だ
ろ
う
、
日
本
で
学
ぶ
中
国
の
自

社
会
人
類
学
者
も
読
者
と
し
て
想
定
す
る
必
要

性
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
本
書
で
劉
が
指
摘
し
て

い
る
と
お
り
、
広
大
な
多
民
族
国
家
で
あ
る
中

国
で
は
、
人
類
学
者
と
調
査
対
象
者
と
の
関
係

に
は
主
に
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
（
三
九

六
頁
）。
こ
こ
に
、
中
国
人
に
と
っ
て
も
純
粋

な
意
味
で
自
社
会
人
類
学
と
は
言
い
難
い
中
国

に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
面
白
さ
と
、

多
様
な
方
法
論
を
討
究
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歴
史
史
料
や
文
献
と 

ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か

　

三
点
目
に
、
問
題
意
識
の
二
つ
目
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
ど

の
よ
う
に
中
国
社
会
を
解
読
す
る
か
」
と
い
う

理
論
的
な
視
点
か
ら
の
読
み
方
で
あ
る
。
本
書

で
は
、
中
国
社
会
を
理
解
す
る
手
段
と
し
て
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
文
化
人
類
学
者
だ
け

に
占
有
さ
れ
る
も
の
と
し
て
想
定
し
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
文
献
研
究
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
結
合
さ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で
研
究
を
お

こ
な
っ
て
き
た
田
仲
一
成
の
エ
ッ
セ
ー
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
始
ま
る
第
二
部
に
は
、
歴
史
学
者

に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
（
佐
藤
）、

歴
史
学
者
と
人
類
学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
比
較
や
、
両
者
の
接
近
を
考
え
な
が
ら
の
論

考
（
田
村
、
西
澤
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
特
に
後
半
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
民
族
誌
の
執
筆
と
い
う
人
類
学
者
の
仕
事
の

特
性
と
意
義
を
、
歴
史
学
と
の
比
較
に
よ
っ
て

浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
ま
ま
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現
れ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
中
国
が
膨
大
な
文
字
資
料

の
蓄
積
を
有
し
、
人
類
学
者
が
単
独
で
そ
れ

を
解
読
し
活
用
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
こ

と
、「
複
合
社
会
」
で
あ
る
中
国
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
得
意
と
す
る
文
化
人

類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
挑
む
の
に
は
限

界
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

（
二
一

－

二
二
頁
）。
ま
た
、
中
国
本
土
が
国
外

の
研
究
者
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
歴

史
学
者
に
よ
る
文
献
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
あ

る
い
は
歴
史
学
と
人
類
学
を
接
近
さ
せ
て
中
国

研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
情
も
指
摘

さ
れ
る
﹇
西
澤2006 : 18

﹈。

　

し
た
が
っ
て
本
書
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
デ
ー
タ
を
文
献
で
ど
の
よ
う
に
補
完
す

る
の
か
、
ま
た
逆
に
文
献
か
ら
得
た
知
見
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ど
う
更
新
す
る
の
か
に

つ
い
て
、
人
類
学
者
、
歴
史
学
者
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
相
互
補
完
的

な
視
野
を
も
っ
て
こ
そ
、
中
国
社
会
を
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
の

主
張
に
首
肯
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
が
、
実
は
一
点
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
「
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
流
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
困
難
さ
」
よ
り
も
重
要
な
、
中
国
に
お
け
る

調
査
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中

の
「
枷
」
よ
り
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
前
の

準
備
段
階
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後
の
民
族
誌

執
筆
の
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
史
料
を
参
照
・

利
用
で
き
る
点
こ
そ
、
中
国
研
究
を
お
こ
な
う

者
に
と
っ
て
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
問
題
意
識
が
本
書
の
「
老
壮

青
」
の
執
筆
者
に
ど
こ
ま
で
共
有
さ
れ
て
い
た

の
か
、
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
歴
史

人
類
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
総
合
討
論
で

も
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
世
代
の
総
意

と
し
て
の
見
解
に
は
少
々
物
足
り
な
さ
を
感
じ

た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
国
研
究
か
人
類
学
か

　

第
三
点
目
の
読
み
方
に
よ
る
「
消
化
不
良
」

の
要
因
は
、
本
書
が
多
世
代
に
よ
る
著
だ
か
ら

こ
そ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
角
度
を
変
え

れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

変
遷
を
辿
る
読
み
方
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
が

本
書
の
四
点
目
、
か
つ
最
も
興
味
深
い
読
み
方

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
「
老
壮
青
」
に
よ
る
大
著
な
だ
け
あ

り
、
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
調
査
の
幕
開
け
と

な
る
中
華
民
国
期
、
そ
し
て
中
華
人
民
共
和
国

成
立
以
降
の
本
土
が
閉
ざ
さ
れ
香
港
・
台
湾
で

の
研
究
が
主
と
な
っ
た
時
代
に
連
な
る
経
験
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
け
る
「
老
」
世

代
と
し
て
、「
文
化
人
類
学
が
ま
だ
目
新
し
い

学
問
で
あ
っ
た
」（
三
八
頁
）
こ
ろ
か
ら
中
国

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
末
成
道
男
と
田
仲
一

成
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
壮
」
世
代
は
一
九
八
〇

年
代
以
降
に
中
国
に
入
っ
た
研
究
者
、「
青
」

世
代
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
研
究
者
だ
と
言
え
よ
う
。

本
書
を
通
読
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
世
代

ご
と
の
ゆ
る
や
か
な
推
移
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
総
合
討
論
で
も
、
三
〇
余
年
の
タ
イ

ム
ス
パ
ン
の
な
か
で
、
研
究
の
内
容
や
方
法
、

調
査
地
に
入
る
ル
ー
ト
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
細
分
化
、
調
査
者
と
被
調
査
者
の
関
係
性
な

ど
が
変
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
四

七
八

－

四
七
九
頁
）。

　

こ
こ
で
評
者
が
焦
点
を
当
て
た
い
の
は
、
中

国
研
究
と
し
て
の
問
題
意
識
（
四
七
九
頁
）
の
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有
無
で
あ
る
。
そ
れ
は
総
合
討
論
の
後
半
で
展

開
さ
れ
て
い
る
「
中
国
研
究
か
人
類
学
か
」
と

い
う
議
論
（
五
一
五

－

五
二
六
頁
）
に
も
繋

が
る
。

　
「
壮
」
世
代
で
は
、
中
国
研
究
が
先
に
あ
り
、

人
類
学
は
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
（
五
一
五
頁
）。
そ
れ
に
対
し
「
青
」
世
代

で
は
、
中
国
研
究
と
人
類
学
の
ど
ち
ら
に
重
点

を
置
く
か
は
二
つ
に
割
れ
る
が
、
中
国
を
全
体

的
に
理
解
す
る
目
的
で
人
類
学
を
お
こ
な
う

人
は
あ
ま
り
多
く
な
い
（
五
一
八
頁
）。
こ
こ

に
、
両
者
が
最
も
世
代
間
格
差
を
感
じ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
青
」
世
代
の
評
者
も
、
中
国
研
究
か
人
類

学
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
後
者
の
意
識
が
あ
る
。

た
だ
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
大
衆
文
化
を
通
じ

て
知
る
中
国
が
す
で
に
身
近
に
あ
り
、
気
軽
に

留
学
や
旅
行
が
で
き
た
時
代
、
あ
る
い
は
大
学

で
文
化
人
類
学
教
育
を
受
け
ら
れ
た
時
代
を
過

ご
し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
受
動
的
な
回
答
が

思
い
つ
く
の
み
で
あ
る
。

　

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
近
年
「
量
産
」
さ
れ

る
民
族
誌
は
け
っ
き
ょ
く
各
論
で
あ
る
（
四
八

二
頁
）
と
い
う
「
壮
」
世
代
か
ら
「
青
」
世
代

へ
の
苦
言
と
し
て
も
現
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
各
論
は
果
た
し
て
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点

を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
特
定
の
テ
ー

マ
を
扱
い
な
が
ら
も
い
か
に
普
遍
的
な
問
題
を

提
起
す
る
よ
う
な
総
論
に
も
っ
て
い
け
る
の

か
、
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
る
。

　

と
は
い
え
両
者
は
、「
普
遍
的
な
問
題
を
明

ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
研
究
目
的
に
し
て
い
る

点
で
は
一
致
す
る
。
争
点
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を
、
中
国
研
究
に
還

元
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
人
類
学
に
還
元
す
る

の
か
、
と
い
う
点
だ
。
本
書
で
示
さ
れ
て
い
る

回
答
は
、
も
は
や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
や
ス
キ
ナ
ー

の
時
代
の
よ
う
な
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
カ
ル

チ
ャ
ー
が
一
つ
の
塊
と
し
て
前
提
に
あ
る
時
代

（
五
一
九
頁
）
を
経
て
、
い
ま
必
要
な
の
は
、

中
国
研
究
と
人
類
学
、
ど
ち
ら
も
や
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
交
差
点
を
ど

う
考
え
て
い
く
か
な
の
だ
（
五
二
一
頁
）
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
留
学
先
の
日
本
で
学
ぶ
自
社
会
人
類

学
者
と
い
う
次
世
代
を
交
え
て
、
あ
る
い
は
新

た
な
協
働
関
係
で
繋
が
る
日
中
の
共
同
研
究
者

を
通
じ
て
、
中
国
研
究
や
中
国
を
テ
ー
マ
と
し

た
人
類
学
の
在
り
方
も
、
さ
ら
に
変
化
し
て
い

く
だ
ろ
う
。
本
書
の
最
大
の
魅
力
は
、
こ
の
よ

う
な
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
研
究
の
在
り
方

が
常
に
変
化
の
過
程
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ

れ
を
三
〇
余
年
の
節
目
で
提
示
し
た
点
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
本
書
は
、
中

国
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
史
に
刻
ま
れ
る
本
と
し

て
読
み
継
が
れ
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
四
つ
の
視
点
か
ら
本
書
を
解
読
し
て

き
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、
異
な
る
感

性
を
持
つ
人
と
人
と
の
出
会
い
が
紡
ぎ
だ
す
営

み
で
あ
り
、
そ
れ
を
お
こ
な
っ
た
人
の
数
だ

け
喜
怒
哀
楽
に
満
ち
た
物
語
が
あ
る
。
本
書

の
「
盛
り
だ
く
さ
ん
」
な
内
容
は
、
中
国
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
経
験
前
・
後
問
わ
ず
あ
ら

ゆ
る
人
に
対
し
、
多
く
の
共
感
や
問
い
を
生

む
「
贅
沢
」
な
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
。
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